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特集２

診療部長（麻酔科） 

土井  克史

医師になる
道筋
医師は、医師免許を取得している人だけが就くことがで
きる職業です。この医師免許を取得するためには、医科大
学や医学部のある大学へ進学することが絶対条件となって
います。
大学では「病理学」や「生理学」「分子生物学」などの授業か
ら解剖実習まで、医学に関する幅広い知識や技術を身につ
けます。
医師免許取得のために受験する国家試験では、「臨床上必
要な医学及び公衆衛生に関して、医師として具有すべき知
識及び技能」を問うとされています。合格率はおよそ9割に
のぼりますが、合格のためには6年間みっちりと勉強しな
ければなりません。
しかし、この国家試験に無事合格しても、まだ一人前の

医師とは言えません。2004年から医学部生の卒業後の臨床
研修が義務化しており、2年間以上の研修を積まなければ
診療に従事することはできません。
基本的には、2年間「研修医」としてさまざまな研修を積
んだのちに、自分の志望を決め、ようやく一人前の医師と
してスタートすることになります。
一般的に、医学部6年生の夏ごろから研修先を探します。
2月にある国家試験に合格できれば、その就職先に4月から
研修医として働くことになります。

2004 年にスタートした初期臨床研修制度によって、当
院のような田舎の中小病院の医師数が減少しました。また、
地方大学病院の研修医数も減ってきました。
島根県ではその対策に多くの事業を行っていましたが、
それらの施策をまとめて行う島根地域医療支援センターを
2013 年から立ち上げて初期研修医の勧誘、またその後の
様々な研修に関する支援を充実させています。
当院も可能な限りの努力を行っており、その成果として
2015 年度は新たに８名の研修医が採用となり総勢 12 名
となりました。

新しく仲間となった研修医に、現在の心境などをインタ
ビューしました。

土井　沖田先生には今年の４月から浜田医療センターで研
修を始めてもらいました。浜田出身ということですが、ど
うして医師を志したのでしょうか。
沖田　中学高校の頃から人助けの仕事がしたいと考えてい
ました。両親が医療関係者だったので医療の世界に関心が
あり、医師を目指すようになりました。医療で一番わかり
やすい職業が医師だったことも理由の一つですね。
土井　年を取っても勉強していろいろなことができるか
ら、そういった面でもやりがいがある仕事と言えます。
沖田　働き始めてそう思うようになりました。

土井　出身は浜田で大学からは出雲の方へ？
沖田　そうですね。
土井　大学生活はどうでしたか。
沖田　大学生活は自由な時間も多く、楽しく過ごしました。
何やっても楽しかったですし、いろいろなことをやりまし
た。自由な時間を過ごしつつ、やるべきことはきちんとや
りました。
土井　勉強はやはり大変でしたか。
沖田　もちろん大変でした。正直勉強が難しくテストのた
びに苦労していました。
土井　それは昔からですね。私たちの時代から。
沖田　難しい試験では再試を受けることもありました。苦
労はしましたが何とかストレートで卒業できました。夜遅
くまで勉強することもあり、体力が付きました。人間必要

に迫られたらできるん
だなと実感しました。

土井　国家試験は皆で
広島に行きましたか。
沖 田　は い。広 島 へ
行って３日間の試験を
受けました。３日間は
さすがにしんどかった
です。プレッシャーも
あり試験は難しかった
ですが無事合格するこ
とができました。

土井　国家試験を合格
して卒業後、浜田で臨床研修医として働いていますが当院
を選んだ理由は。
沖田　出身ですし、最終的にはこちらに帰ってきたいので
雰囲気を知っておきたかったです。一度市中病院で働きた
かったこともあります。救急外来では軽症の人から重症の
人まで来るので、そういった人を自分の頭と手を動かして
診るなら大学よりもこっちかなと思いました。

土井　高校生まで浜
田に住んでいて、研
修医として戻ってき
たら変わったことは
ありましたか。
沖田　高校生の時に
歩いていた道を車で
通ってみると景色が
違いますね。あとは
飲み屋を探すように
なりました。ここに
もできたのか、ここ
は入ったことがない
なと。6年間でだい
ぶ浜田も変わったと
思います。

土井　忙しい中、休みの日はどうしていますか。
沖田　だいたいは寝ていて、普段は取れない睡眠時間を
しっかり取っています。浜田には仲の良い友達がいるので
ちょくちょく会いに行くこともあります。また、楽器が好
きなので楽器店に行って長話をしています。
土井　何か楽器を？
沖田　ギターが好きです。同じ研修医の古志野先生もギ
ターを買ったので一緒に練習しています。古志野先生と8
月にはライブに出ます。

土井　将来はどうするか具体的なことは決まりましたか。
沖田　ある程度方向性は決まってきました。経験を積むた
めに大学に戻ろうと考えています。専門医の取得もしたい
です。
土井　やはり同じところで働くよりもいろいろなところに行っ
て、広い視野を持って研鑽をしていくことが大切ですね。
沖田　はい。しっかりと力を付けて浜田に戻ってきます。

次に、『研修医の一日の業務の流れ』を紹介いたします。

研修後に正式な
医師となる

医師になるためには（例）

医学部に合格

国家試験に合格後
無事大学を卒業

２年間の
卒後臨床研修

研修医 インタビュー
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研修医の一日
研修医(総合診療科)

上田 愛瑠萌 （うえだ・めるも）

島根大学H26.3卒
島根県（邑南町）
スケート
みなさんに優しくして頂き、とても居心地が良い
です。半年と短い間ですが、多くのことを学べる
ように努力していきたいと思います。よろしくお
願いします。

研修医の抄読会が週に1回あります。英語
に親しむため、英語の論文を読みます。

出身大学
出身地
趣味
当院について

7:30 抄読会（しょうどくかい）

担当患者さんに朝のあいさつ。
今日の状態を把握し、治療方針を考えます。

8:00 回  診

指導医の先生に付いて腹部エコーや上部
消化管内視鏡検査を行います。

8:30 検  査

お弁当を作ってきたり、売店で買ってきたり。
研修医室でわいわい食べます。

12:00 昼  食

消化器内科研修

消化器内科の患者さん全員について、現在の状態や
治療方針を話し合います。担当患者さんのプレゼンは
ドキドキです。

午後は下部消化管内視鏡検査です。
ERCP（内視鏡を用いて膵癌等を造影する検査）という
特殊な検査を行うこともあります。

16:30 カンファレンス

17:30 回  診

13:00 検  査

今日1日の様子を患者さんから
聞き、治療効果の確認をします。

18:30 カルテ記載
わからなかったことを調べなが
らカルテを記載していきます。

お疲れ様でした。20:00 帰  宅

検査の合間に、抗がん
剤投与のためのルート
をとったり、腹水・胸水
を抜いたりの処置を行
います。

10:00 病棟業務

ご紹介する研修医は、島根県邑南町出身の上田先生です。
総合診療科で学ぶ、研修医の一日を見てみましょう。

診療看護師  田向  宏和

診療看護師の活動について

皆様こんにちは。診療看護師として4月より活動
を開始しました田向です。

浜田医療センターに診療看護師が配属されて3年
が経ち、現在では2名の診療看護師が日々の診療に
あたっています。まずは診療看護師についてお話を。

診 療 看 護 師 は 諸 外 国 で 活 躍し て い るNurse 
Practitionerという看護職をモデルとした看護師で、
医師の指示の元で診療や検査・処置などの特定行
為を行う大学院での専門教育を受けた看護師です。
厚生労働省が推進しているチーム医療の一端を担
う 役 割 と し て 創 設 さ れ ま し た。諸 外 国 のNurse 
Practitionerが受けている教育に準じた所定のカ
リキュラムを終了した者は、診療看護師（または特
定看護師）として協議会認定を受け、日本各地の病
院や診療所、施設及び在宅等で活動しています。
現在は法整備も進められており、業務拡大を図れ
るように変わりつつある状況です。

診療看護師の認定を受けると、1年間は研修期間
として研修医とともに各診療科をローテーション
し、所属した診療科の特性（例えば、外科であれば
手術に入って助手を行ったり、術後の患者さん管
理や傷の処置をしたりといったこと）を医師の指導
の下に、知識、技術の向上を図れるよう日々活動
しています。

診療看護師は、医師の包括的指示のもとに定め
られた項目の「診療の補助」（いわゆる医療行為）を
行うことができます。具体的な例を挙げますと、
入院している患者さんで熱が出てしまった場合、
担当の医師が手術や検査で手が離せない時があり
ます。その時に診療看護師が医師の指示のもと医
師に代わって診察を行い、必要時には検査や点滴
の指示など初期対応を行います。状況によっては
すぐに医師に対応してもらわなければならないと
きもあり、そのような判断も診療の一要素として
あります。

救急外来でも同様に初期対応を行うことで検査
結果等を医師にすぐ確認してもらえる状況をつく
り、早期に適切な治療が受けられるようにするこ
とも役割の一つです。

また、各診療科に所属すると実際に入院患者さ
んを受け持ち、入院から退院まで担当患者さんの
診療にあたります。毎日ベッドサイドに訪れるこ
とで、表情や体の変化、手術後の場合傷の変化や
入っている管の性状などわずかな変化に気付きや
すく、治療や処置が必要と判断した場合には、主
治医と相談しどのような治療が必要かを判断して
いきます。

このように、早い段階で患者さんの変化に気付
くことができ、タイムリーに必要な医療や看護が
提供できることは、患者さんの病状の早期発見、
症状悪化の予防に役立っているのではないかと僭
越ながら感じております。

診療看護師として活動を始めてまだ日が浅いで
すが、指導してくださる医師や先輩の診療看護師、
スタッフの皆様と相談しながら自身の行動を振り
返り、よりよい医療が提供できるよう努力してま
いります。診療看護師ともども浜田医療センター
をよろしくお願いいたします。

ご拝読いただきありがとうございました。

診療看護師２人目誕生!!

N u r s e

P r a c t i t i o n e r
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